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◆	 研究概要

1) 生体情報のゆらぎの理解と医療応用に関する研究.
2) グルタミナーゼ阻害剤の開発と疾患への医療応用に関する研究.
3) 漢方薬から発見した免疫活性化ナノ粒子（ナノソーム）の機能解明とその医療応用に関する研究.
4) 漢方薬から発見した植物性の免疫活性化核酸断片（BiND）の機能解明とその医療応用に関する研究.
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